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論文内容要旨 
 
A Profile of Pro-Inflammatory Cytokine Expression in Human 
Delta-1-Induced Monocyte-Derived Langerhans Cell-Like Cells after 
Stimulation with Toll Like Receptor Ligands 
（単球由来 Dleta-1 誘導ランゲルハンス細胞様樹状細胞の機能解析） 
  









ガンド Delta-1（DLL-1）の固相化を用いて誘導された Mo-LC が報告され
ているが、その固相化に使用する材料は入手困難であり後続の論文はあま
りなく、DLL-1 の Mo-LC に対する影響は未だ不明な点が多い。この度は、
入手可能な材料を用いた新しい方法で固相化した DLL1 と GM-CSF と TGF-
β1 によって CD14+血液単球から分化誘導された Mo-LC（DI(+)Mo-LC）を
作成し、その機能解析を行った。 
DLL-1で固相化した培地に GM-SCF と TGF-β1を添加して 1週間単球を
培養し、LCのマーカーである Langerin 陽性細胞を FACSによりソーティ




Langerin 陽性細胞が多く発現した。リアルタイム PCRで TLR 発現を確認
したところ、TLR3 の発現が Mo-DCや Mφより DI(+)Mo-LCで有意に多く見
られた。TLR3アゴニスト（polyIC）または TLR4 アゴニスト（LPS）で刺
激し、IFN-α/β,TNF,IL-1α/β,IL-6,IL-15,IL-23p19 の発現をリアルタ
イム PCR で解析した結果、Mo-DCや Mφと比較して、DI(+)Mo-LCは
IL-15,IL-23p19,IFN-βを有意に高く発現したが、TNF は有意に発現が低
かった。 





今回、DI(+)Mo-LC は poly-ICや LPS刺激により乾癬病態関連サイトカイ
ン（IL-15,IL-23p19）を誘導したため、poly-ICや LPS刺激した DI(+)Mo-LC
を用いてヒトにおける in vitro乾癬モデルが誘導できるかもしれない。
結論として、新しい方法で作成された DI(+)Mo-LC には乾癬病態に関連す
るサイトカイン産生能が示され、今後、表皮の防御と病因における Mo-LC
の役割を研究するのに有用であると思われた。 
